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はじめに

この講究録は, 京都大学数理解析研究所において 1996年 7月 15日 \sim 17日に

行われた短期共同研究 (研究代表者: 京都大学数理解析研究所 室田 -雄)

「線型行列不等式と半正定値計画法」

の記録である.

半正定値計画法は, 線型行列不等式を制約とする最適化問題であり, 数理工学

の新しい枠組として, 最近脚光を浴びている. 特に, 線型計画法に対する内点法の

拡張, システム制御理論への応用, 組合せ最適化算法への応用等が, 盛んに研究さ

れている.

システム制御理論における線型行列不等式の重要性はかなり以前から, 認識さ

れていたが, 1990年頃, 線型計画法に対する内鼠法が, 半正定値計画法に拡張さ

れることが明らかになり, 効率的な数値解法が現れて以来, H\infty 。制御を含む多く

の問題が線型行列不等式によって定式化されることが示された.

方, 組合せ最適化における半正定値計画法の応用としては, 安定集合に関す

る Lov\’asz による先駆的な研究が著名である. 内点法の出現以後は, 多くの研究

がなされ, 特に, 最大カットに対する Goemans-Williamson の高性能近似アルゴ

リズムが注目されている.

しかし, 我が国においては, 半正定値計画法に関する研究集会が開かれたこと

もなく, 個々の分野の研究者集団内で情報交換がされているに過ぎない. 本共同

研究は, 各方面の研究者が, それぞれの分野における重要な成果を整理し, 報告し

合うことによって, 半正定値計画法の理論と応用に関する全体像を明らかにする

ことを目的とした.

幸い, 予想をはるかに上回る数の方々の参加を得て, 既成の分野を越えた実

質的な研究交流を行うことができた. 最後に, 岩田覚氏には研究計画の段階か

ら実施に至るまで, 全ての面で協力して頂いたことを記し, 感謝の意を表した

い.

京都大学数理解析研究所 室田 -雄
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